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１４：００～１６：００
開場 １３：３０

会場：新潟大学医歯学総合病院 病棟１２階 大会議室

対 象：医師（研修医含む）、メディカルスタッフ、学生 他
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「真に臨床の
助けになるキャ
ンサーボードと
は」

1. 【CBを利用し、集学的な治療が功を奏した一例】
新潟大学医歯学総合病院 研修医 神林昂宏（タカヒロ） 先生

2. 【看護師のCB参加】
新潟県立がんセンター新潟病院 看護部 西村 香 先生

3. 【多職種のCB参加の意義とは？】
新潟県立がんセンター新潟病院 緩和ケアセンター 丸山 美香 先生

４. 【当院のキャンサーボードの現状と展望】
長岡赤十字病院 泌尿器科 米山健志先生、
外来化学療法部 橋本幸子先生、がん相談支援センター 白井直美先生、
薬剤部 丸山陵子先生、がん化学療法部 佐藤和弘先生

新潟県立がんセンター 内科部長 今井 洋介 先生
新潟県立がんセンター 緩和ケアセンター 丸山 美香 先生

新潟県がん診療連携協議会研修教育部会シンポジウム

参加申込

不要

教育講演
題 目：「キャンサーボードとは」

新潟大学医歯学総合病院 腫瘍内科教授 西條 康夫 先生


